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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/21勤務変更　戸賀沢　年休⇒遅C（NC）、小嶋　遅C⇒日勤

・第6回法人研修出欠結果がWIZに掲示されているので、各自で確認し、変更のある場合は、管理者からTQM庄司さんに連絡してもらうこと。締め切りは2/15（木）まで。

・3/16～4/15分の勤務表を2/19（月）提出予定のため、年休申請等は期日までに行うこと。

・小嶋SGMが研修のため長期不在（3/4～3/11）となるため、物品発注など忘れず行うこと。

［研修］
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し、小嶋SGMに報告すること。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・3月プログラムテキスト⇒2/20（火）

・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロード。

＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵　様～昼前に「具合悪いからかえっていい？」と訴えている。具合が悪くなったのは「ついさっきから」と話し、座って休むよう提案すると休んでいる。すぐに「良くなった」「また、具合悪くなった」と話し、その後も特定スタッフがいなことを理由帰りたいと訴えている。休んで様子を見るように伝えると、静養室で休むことを希望している。静養室で10分程休み、他のメンバーと交流しながら過ごしているが、その後も不調の訴え、帰りたいと話している。スタッフが、落ち着くまで休むよう伝えると、生活指導室で休んでいるが、すぐに歩きまわり他のメンバーに話し掛けている。
・鈴木　知子　様～本人より架電があり、気分が乗らないとのことで欠席している。
・東海林　紀子様～本人より架電があり、本日は仕事が休みで前夜飲酒をしてしまったと報告している。最近飲酒量が増えてきていると話しており、理由を聞くと以前相談していた特定利用者（福井彩様）との関係悪化が影響しているとのこと。本人の考えを聞くと、相手が本人の連絡先をブロックしているのではないかということや、相手の利用日が変わったのかなど、相手の動きばかり気にしている様子が窺える。本人の言動を振り返り、相手のことを気にするのではなく、自分自身の考えや行動を変えていかないと同じ問題を繰り返してしまうことを説明。「そうですよね」と返答しており、デイケアに来所し、スタッフと相談しながら同じ問題を繰り返さないように努力していくこととし、電話を終了している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～外出要求等なく、トイレに籠ることもなく、プログラムに参加出来ている。時間経過で症状が変わることなく、日中を通し落ち着いて過ごしている。日によって症状の変化が見られる為、引き続きようすを観察し、変化がある際には適時対応していく。
・古舘　正行　様～昨日、17：00に嗜好品を取りに来る際に、突然スタッフへ「退院って言ってた？」と何度も聞いている。話していないことを伝えると、「青風荘に長く居たくない」と話している。また、1日を通して、嗜好品を何回か取りに来ており、1日4回で時間が決まっていることを説明するが、納得しない様子が窺え、数回説明している。本日、青風荘より情報提供があり、スタッフの声掛けに事実と異なることを話していることが多く見られているとのこと。本日は疎通性は良好だが、嗜好品の受け取り時間前に要求している為、声掛けしている。今後も訴えのあった際は、話を傾聴し様子を観察していく。
ナイトケア
・若松　邦生　様～昨日来所時に自身の気持ちをまとめてきた紙をスタッフに見せて
おり、本人の考えを確認している。内容は今まで自分自身が勉強を熱心に行ってきたが、職場の仲間との話に交じれないことに悩んでいることが書かれている。自分なりに考えた理由は、勉強のことしか知らず、その他の楽しみや活動に関しての話のネタがないとのこと。本人の訴えを傾聴し、自分自身で考えていることを評価しつつ、今後の対処法を検討。勉強のことだけでなく他のことにも目を向け、相手と会話をしながら様々な活動のことを知ってみることとし、実践を促すと「難しいけど頑張ってみます」と表情良く返答している。
・村上　元道　様～昨日、インフルエンザ罹患後初めての来所となる。体調は「完全に治ったよ」と表情良く話しており、不調はなくバイタルサインの異常もない。罹患後高熱や関節痛などの症状が生じることはなく、生活上問題なかったとのことで、今後も体調に注意しながら過ごしていくよう促している。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（中村鶴子様）
実施日：H30年2月15日（木）13：30～14：00

担当：佐々木　弘子
検討内容　目標・計画の見直し
	氏名
	中村　鶴子様
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	Ｓ36年6月7日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善
作業能力の持続性・向上、病識を見に付ける

	本人希望
	心身ともに健康に過ごし、再発をしない。（病状の安定と現在の生活維持）

	家族希望
	両親の介護を行いながら、現在の生活を維持する。再発しない。

	入院歴
	計3回（最終：H11年9月　日～H12年3月14日）

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日
· 今回：H12年5月12日～現在　　（週1回/金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護・うみねこ幸房

	住居：
母親と同居
	家族構成

　　　　　　　　　　 兄　八戸市類家在住


	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載
同居するお父様がH27.6.6に亡くなっている。


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	心身ともに健康に過ごし、再発をしない。
	ストレスを溜め込まない。
	月1回面談を行い、家族との関わりやうみねこ幸房での出来事を確認する。
	①デイケアに通所した際は、最近の様子や身体不調の具合についての確認を行う。アドバイスをする際は、分かりやすい表現、言葉を使用し、それを本人がどう受け止めたのか確認して、内容のすり合わせを行う。

	
	
	
	②定期的に面談を行い、ストレスを溜め込まないためにも家族への不満などを傾聴していく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成度60％）
	今後の対応

	月1回面談を行い、家族との関わりやうみねこ幸房での出来事を確認する。


	・受診では都度気になったことを伝えている。
・プログラムの内容やスタッフの説明について、曖昧な表現では理解出来ないことが多い為、分かりやすい表現で説明すると理解出来ている。
・会話の中で理解できない言葉があると「今なんて言いましたか？も一度言ってもらえますか？」と聞き返すことがある。言葉の受け取り方で間違った解釈をしてしまうことがある為、相手の理解度を反応や内容のすり合わせを行いながら対応していく。
・家族への不満や悩みは聞かれていないが、以前から義姉との関係について話すことがある為、義姉との関係についてストレスを溜め込んでいないか話しを伺い、ストレス軽減を図れるよう、また、本人と一緒に対処方法を考えて行く。
	月1回の面談の実施について本人の利用状況により時間を調整できないことが多い。気になることは利用時に話す事が出来ているため特に時間の調整つかなくても大丈夫と話している。全く面談を実施しない訳ではないが、利用時には最近の様子や身体不調の具合についての確認を行い、何かあったら相談して欲しいことを伝えていく。問題が起きたら都度対応していけるようにし、再度利用目的や目標の確認を行い、目標の再検討をする。⇒目標一部変更

	その他
	・服薬について、時間がずれることなく確実に服用する事が出来るが、休日は時間がずれる事や飲み忘れがあると話している。
・病状で気になることがあり、医師に相談後に、薬が変更になると不安になると話している。その事により、兄様に相談し受診を検討したり、定期受診外に再受診の予約または次回の定期受診時には病状の変化に伴う不安等から直ぐに元の処方に戻して貰うことがある。
・うみねこ幸房で仕事の様子を尋ねると、「忙しいですがなんとかやってます」と特に相談事は聞かれない。家事仕事もこなしながら母の介護も行っているが、体調を崩すことは殆どなく、
・親しい男性メンバーと出掛けたりしているようだが、話に触れると濁すように話される。
・誰にでも気軽に話し掛ける方だが、デイケアでの交流は特定男性利用者と殆ど一緒に過ごしている。
・時々大きな声で会話していることがあり、周囲に配慮が欠けていると思われることがある。
・デイケアで栄養指導を受けたいと話し実施していたが、現在は特に本人からの強い希望がない為、個別には行っていない。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	心身ともに健康に過ごし、再発をしない。
	ストレスを溜め込まない。
	①不調時の対処ができるようになる。

	①不調に繋がる原因は何か考え、対処ができない時には誰かに相談してみる。対処ができることは自身で行動してみる。スタッフは、不調の訴えがあった場合は状況を確認し、必要時はアドバイスしていく。

	
	
	②生活の中で起きたことや家族への不満等を溜め込まない。
	②介護・家事、うみねこ幸房での出来事、家族との関わりの中で、悩んでいることがあればスタッフへ相談してみる。スタッフは、本人がストレスを溜め込まないためにも家族への不満などを傾聴していく。アドバイスをする際は、分かりやすい表現、言葉を使用し、それを本人がどう受け止めたのか確認して、内容のすり合わせを行っていく。


